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総会では建議の決定などがされた

　

会
長
就
任
に
あ
た
り
、
一
言

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
3
月
11
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
は
、
東
北
・
関

東
各
県
に
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
、
さ
ら
に
福
島
原
発
の
放

射
能
漏
れ
事
故
に
よ
っ
て
被
害

が
広
範
に
及
ん
で
お
り
ま
す
。

　

一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
系
統
組
織
は
農

地
の
保
全
と
活
力
あ
る
地
域
農

業
の
振
興
に
向
け
て
、
一
丸
と

な
っ
て
活
動
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
が
、
そ
の
実
現
に
は
家

族
経
営
を
主
体
と
す
る
日
本
農

業
の
現
実
を
直
視
し
、
都
市
お

よ
び
近
郊
を
は
じ
め
中
山
間
・

島
し
ょ
地
域
も
含
め
、
農
業
全

体
が
活
き
活
き
と
農
業
を
行
い
、

緑
輝
く
農
地
を
継
続
し
て
保
全

し
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
制
度
と

施
策
の
構
築
が
必
要
で
す
。

　

東
京
農
業
の
発
展
に
向
け
、

我
々
役
員
一
同
、
精
一
杯
の
努
力

を
し
て
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
波
多
野
会
長
は
、
引
き
続
き
全

国
農
業
会
議
所
の
副
会
長
に
就

任
し
ま
し
た
）

東
京
都
の
内
田
農
業
振
興
課
長

が
挨
拶
を
述
べ
、
議
事
に
入
り

ま
し
た
。

　

議
事
は
、
①
東
京
都
農
業
会

議
６
号
会
議
員
の
選
任
、
②
22

年
度
事
業
報
告
及
び
③
22
年
度

歳
入
・
歳
出
決
算
の
承
認
、
④

東
京
都
農
業
政
策
に
関
す
る
建

議
（
２
面
）
の
４
議
案
を
決
定

し
た
ほ
か
、
事
務
局
よ
り
農
政

課
題
を
巡
る
情
勢
に
つ
い
て
報

告
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
お
よ
び
監
査
委
員
の
選
挙
を

行
い
、
次
の
会
議
員
が
就
任
し

ま
し
た
。

　

会
長
＝
波
多
野
重
雄
（
学
識

経
験
・
再
任
）
▼
副
会
長
＝
肥

沼
和
夫
（
東
村
山
市
・
再
任
）
・

村
野
弘
一
（
Ｊ
Ａ
中
央
会
・
再
任
）

▼
監
査
委
員
＝
粕
谷
秀
夫
（
立

川
市
・
新
任
）
・
前
田
隆
夫
（
利

島
村
・
再
任
）

 
 

都
農
業
会
議
は

８

月

17

日
、

第

１
０
９
回
通
常
総

会
を
開
き
ま
し
た
。

　

波
多
野
会
長
と

新
役
員
・
監
査
委
員
を
選
出

　

東
京
都
農
業
政
策
に
関
す
る
建
議
な
ど
決
定

　
　
　
　
　
　

第
１
０
９
回
東
京
都
農
業
会
議
通
常
総
会

会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

　
　
　
　

東
京
都
農
業
会
議
会
長　

波
多
野 

重 

雄

波多野会長

　

都
農
業
会
議
は
こ
の
ほ
ど
、

東
京
都
の
農
業
施
策
に
関
す
る

建
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
１
０
９
回
通
常
総
会
で
決

定
し
た
「
東
京
都
農
業
政
策
に

関
す
る
建
議
」
は
、
東
京
都
に

対
し
農
業
者
の
意
欲
を
後
押
し

す
る
よ
う
な
農
業
所
得
確
保
対

策
の
確
立
を
求
め
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

都
市
農
業
に
関
し
て
は
、
都

市
農
地
を
守
る
法
律
の
整
備
や

農
用
地
区
域
と
同
等
の
振
興
施

策
の
実
現
を
東
京
都
か
ら
国
へ

積
極
的
に
働
き
か
け
る
よ
う
求

肥沼副会長村野副会長

決
議
の
実
現
に
向
け
要
請

東
京
都
農
業
会
議

め
て
い
ま
す
。

　

対
応
し
た
都
産
業
労
働
局
の

津
国
保
夫
農
林
水
産
部
長
は
、

「
農
業
が
産
業
と
し
て
成
り
立
つ

よ
う
な
後
押
し
を
し
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

津国都農林水産部長(左)に建議書を手渡す
波多野会長（中央）と肥沼副会長（右）

　

常
任
会
議
員
を
紹
介
し
ま
す　

　

清
水
宏
悦
（
葛
飾
区
）
▼
岩

楯
重
治
（
江
戸
川
区
）
▼
川
鍋

良
一
郎
（
青
梅
市
）
▼
平
野
正

延
（
あ
き
る
野
市
）
▼
宮
川
修
（
羽

村
市
）
▼
吉
川
庄
衞
（
町
田
市
）

▼
天
野
武
雄(

日
野
市)

▼
小

暮
和
幸
（
多
摩
市
）
▼
小
林
清

秀
（
府
中
市
）
▼
肥
沼
和
夫
（
東

村
山
市
）
▼
榎
戸
岩
男
（
国
分

寺
市
）
▼
小
川
昭
治
（
狛
江
市
）

▼
松
村
俊
夫
（
清
瀬
市
）
▼
土

屋
博(

八
丈
町)

▼
村
野
弘
一

（
中
央
会
）
▼
小
林
辰
男
（
農

業
共
済
）
▼
髙
橋
信
茂
（
信
連
）

▼
若
林
政
夫
（
基
金
協
）
▼
須

藤
正
敏
（
改
良
普
及
協
）
▼
松

本
義
憲(

農
林
振
興
財
団)

▼

横
山
健
一
（
全
農
）
▼
遊
佐
和

生
（
全
共
）
▼
吉
野
利
明
（
都

議
会
議
員
）
▼
遠
藤
衛
（
都
議

会
議
員
）
▼
臼
井
孝
（
市
長
会
）

▼
石
塚
幸
右
衛
門
（
町
村
会
）

▼
波
多
野
重
雄
（
学
識
経
験
）

▼
石
川
清
（
経
営
者
ク
ラ
ブ
）

東
京
都
農
業
会
議
情
報

渋
谷
区
代
々
木
２
―
10
―
12

Ｔ
Ｅ
Ｌ   

０
３
―
３
３
７
０
―
７
１
４
５

編
集
及
び
発
行　

東
京
都
農
業
会
議

第
３
２
４
号　

平
成
23
年
９
月
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第
５
回
常
任
会
議
員
会
議

 
 

平
成
23
年
８
月
17
日
に
開
催

し
状
況
は
次
の
と
お
り
。

議
事

　

①
議
席
を
決
定
し
た
。

　

②
農
地
法
の
規
定
に
基
づ

く
知
事
諮
問
は
、
５
条
５
件

１
０
３
８
・
８
７
㎡
に
つ
い
て

審
議
し
、
許
可
相
当
と
答
申
す

る
旨
決
定
し
た
。
（
４
条
諮
問

は
な
し
）

第
６
回
常
任
会
議
員
会
議

　

平
成
23
年
９
月
16
日
に
開
催

し
状
況
は
次
の
と
お
り
。

議
事

　

農
地
法
の
規
定
に
基
づ
く
知

事
諮
問
は
、
４
条
１
件
52
㎡
、

５
条
４
件
１
４
８
９
㎡
に
つ
い

て
審
議
し
、
許
可
相
当
と
答
申

す
る
旨
決
定
し
た
。

協
議

　

①
平
成
24
年
度
東
京
都
農
業

会
議
事
業
・
予
算
の
構
想
に
つ

い
て
協
議
し
、
10
月
７
日
開
催

の
区
市
町
村
賛
助
員
協
議
会
に

提
出
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

②
下
期
農
業
委
員
会
活
動
の

推
進
に
つ
い
て
協
議
し
、
引

き
続
き
連
携
を
は
か
り
な
が
ら

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

た
。

　

③
農
業
委
員
会
活
動
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
要
領(

案)

に
つ
い
て
、
11
月
22
日(

火)

に
「
意
欲
あ
る
農
業
経
営
者
を

支
援
し
、
東
京
の
農
地
保
全
に

向
け
」
を
テ
ー
マ
に
、
府
中
市

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

ま
た
関
係
機
関
に
多
数
の
参

加
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
し

た
。

　

当
面
の
農
政
問
題
は
、
①
「
平

成
22
年
度
東
京
都
農
作
物
生
産

状
況
調
査
の
結
果
」
お
よ
び
「
平

成
23
年
度
東
京
都
の
地
域
・
区

市
町
村
別
農
業
指
標
」
に
つ
い

て
報
告
し
た
。

　

本
調
査
に
つ
い
て
は
、
農
業

振
興
の
基
本
と
な
る
資
料
と
し

て
活
用
す
る
と
と
も
に
、
引
き

続
き
調
査
へ
の
協
力
を
農
業
委

員
会
お
よ
び
関
係
機
関
に
お
願

い
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

②
認
定
農
業
者
等
担
い
手
対

策
の
推
進
を
は
か
る
た
め
、
認

定
農
業
者
制
度
の
し
く
み
と
状

況
、
農
委
会
と
の
か
か
わ
り
と

活
動
、
区
市
町
村
の
独
自
支
援

施
策
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

今
後
の
国
の
動
向
な
ど
に
注

視
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き

関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
取

り
組
む
こ
と
と
し
た
。

常　

任　

会　

議　

員　

会　

議　

だ　

よ　

り

東
京
都
農
業
政
策
に
関
す
る
建
議
要
旨

１
．
都
民
の
暮
ら
し
を
守
る
「
農

　

業
の
あ
る
東
京
」
を
推
進
す

　

る
た
め
の
支
援

　

(1) 

農
地
を
維
持
し
農
業
経
営

　
　

を
確
立
す
る
た
め
の
直
接

　
　

支
援
施
策
の
構
築

　

農
家
に
対
し
、
戸
別
に
農
業

所
得
の
直
接
支
援
を
行
う
施
策

を
構
築
す
る
こ
と
。

　

(2) 

防
災
に
協
力
す
る
農
家
へ

　
　

の
助
成

　

防
災
に
必
要
な
施
設
や
設
備

の
設
置
お
よ
び
機
能
維
持
・
改

善
に
か
か
る
経
費
を
助
成
す
る

施
策
を
構
築
す
る
こ
と
。

　

(3) 

農
畜
産
物
の
安
全
性
の
確

　
　

保
と
適
切
な
情
報
提
供

　

福
島
第
一
原
発
事
故
の
発
生

に
伴
う
都
内
産
農
産
物
の
放
射

性
物
質
検
査
に
つ
い
て
は
、
都

が
責
任
を
持
っ
て
実
施
す
る
こ

と
。

２
．
都
市
農
業
に
対
す
る
保
全

　

施
策
の
確
立

　

都
市
地
域
の
農
業
・
農
地
に

対
し
て
農
用
地
区
域
と
同
等
の

農
業
振
興
施
策
を
実
現
す
る
よ

う
、
国
に
強
く
要
請
す
る
こ
と
。

さ
ら
に
相
続
税
納
税
猶
予
制
度

お
よ
び
生
産
緑
地
法
に
つ
い
て

は
農
業
の
継
続
が
さ
ら
に
円
滑

と
な
る
よ
う
所
定
の
見
直
し
を

行
っ
た
う
え
で
基
本
を
堅
持
す

る
よ
う
国
に
強
く
働
き
か
け
る

こ
と
。

３
．
農
産
物
価
格
の
安
定
・
向

　

上
と
コ
ス
ト
低
減
に
向
け
た

　

支
援
施
策
の
構
築

　

(1) 

農
産
物
価
格
の
向
上
に
向

　
　

け
た
Ｐ
Ｒ
施
策
の
創
設

　

再
生
産
可
能
な
農
産
物
価
格

が
実
現
す
る
よ
う
、
東
京
農
業

の
実
態
や
そ
の
生
産
物
の
魅
力

を
都
民
や
実
需
者
に
知
ら
せ
る

た
め
の
メ
デ
ィ
ア
戦
略
を
含
め

た
施
策
を
創
設
す
る
こ
と
。

　

(2) 

「
東
京
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー　

　

制
度
」（
仮
）
の
創
設

　

(3) 

特
定
の
資
材
等
に
対
す
る

　
　

支
援

　

特
定
の
農
業
技
術
の
導
入
に

伴
う
資
材
お
よ
び
、
販
売
に
か

か
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
入
り
包
装
資

材
等
の
費
用
を
援
助
す
る
施
策

を
創
設
す
る
こ
と
。

４
．
補
助
事
業
の
対
象
拡
大

　

(1) 

事
業
実
施
主
体
の
範
囲
の

　
　

拡
大

　

補
助
事
業
の
実
施
主
体
を
認

定
農
業
者
等
一
定
の
要
件
を
満

た
す
経
営
に
つ
い
て
個
別
経
営

を
対
象
と
す
る
な
ど
、
要
件
を

緩
和
す
る
こ
と
。

　

(2) 

対
象
事
業
の
拡
大

　

補
助
事
業
に
つ
い
て
、
農
家

が
持
つ
既
存
の
施
設
や
機
械
を

一
部
活
用
し
、
そ
の
改
善
を
図

る
計
画
も
対
象
と
す
る
な
ど
対

象
と
な
る
事
業
を
拡
大
す
る
こ

と
。

５
．
農
畜
産
物
の
販
売
ル
ー
ト

　

の
拡
大

　

(1) 

共
同
直
売
所
の
整
備
・
充
実

　

(2) 

農
地
が
無
い
地
域
へ
の
農

　
　

産
物
販
売
ル
ー
ト
の
創
設

　

(3) 

畜
産
物
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

　
　

プ
の
整
備

６
．
労
働
力
不
足
へ
の
対
策

　

区
市
町
村
や
農
業
団
体
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
等
が
取
り
組
む
ヘ
ル

パ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
・

派
遣
と
い
っ
た
事
業
を
支
援
す

る
施
策
を
確
立
す
る
こ
と
。

７
．
生
産
規
模
の
維
持
・
拡
大

　

を
図
る
経
営
に
対
す
る
支
援

　

の
強
化

　

規
模
拡
大
を
図
る
農
業
経
営

に
対
し
、
農
地
確
保
に
関
す
る

支
援
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
。

８
．
農
業
経
営
や
生
産
技
術
の

　

確
立
に
向
け
た
支
援

　

(1) 
新
し
い
作
目
や
技
術
の
導

　
　

入
に
対
す
る
支
援

　

(2) 

農
業
経
営
の
将
来
像
の
確
立

９
．
島
し
ょ
地
域
に
お
け
る
安

　

定
し
た
農
業
経
営
の
確
立
に

　

向
け
た
支
援

　

島
し
ょ
地
域
に
お
い
て
安
定

し
た
農
業
経
営
が
確
立
で
き
る

よ
う
、
生
産
基
盤
の
整
備
を
さ

ら
に
進
め
る
こ
と
。



 平成２３年９月３０日 東 京 都 農 業 会 議 情 報（3）　　第３２４号

※選挙委員と選任委員を兼務している者が認定農業者の場合は、選挙委員の認定農業者としてカウント



平成２３年９月３０日 第３２４号　　（4）東 京 都 農 業 会 議 情 報



 平成２３年９月３０日 東 京 都 農 業 会 議 情 報（5）　　第３２４号

～
農
業
委
員
統
一
改
選
～

　
 
 

都
内
33
区
市
町
村
農
業
委
員
会
で
改
選

　
　
　
　

認
定
農
業
者
の
農
業
委
員
が
１
６
１
人
に

都
心
で
の
緑
づ
く
り
・
マ
ル
シ
ェ
の
取
り
組
み
を
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
グ
リ
タ
ウ
ン
研
究
会
が
現
地
研
究
を
実
施

新
任
農
業
委
員
を
対
象
に
研
修
会
を
開
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
都
農
業
会
議

　

任
期
満
了
に
伴
う
第
21
回
農
業

委
員
統
一
選
挙
が
、
本
年
７
月
に

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

都
内
で
は
、
９
月
改
選
の
あ
き

る
野
市
農
業
委
員
会
を
含
め
る

と
、
33
区
市
町
村
で
改
選
と
な
り

ま
し
た
。

　

平
成
23
年
９
月
１
日
現
在
の
都

内
農
業
委
員
会
の
体
制
の
状
況
に

い
て
は
、
３
面
の
と
お
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
会
長
・
職
務

代
理
者
名
・
事
務
局
長
名
（
９
月

30
日
現
在
）
は
、
４
面
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　

前
回
の
20
回
（
期
）
農
業
委
員

統
一
選
挙
後
の
都
内
の
状
況
と
の

比
較
を
報
告
し
ま
す
。

【
農
業
委
員
数
】

　

農
業
委
員
の
実
数
は
、
第
20
回

統
一
選
挙
後
の
状
況
と
比
較
す
る

と
４
人
の
減
少
（
定
数
の
変
更
は

な
し
）
と
な
っ
て
お
り
、
選
挙
委

員
が
６
人
の
減
少
、
選
任
委
員
が

２
人
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
認
定
農
業
者
】

　

①
全
農
業
委
員
の
う
ち
認
定
農

業
者
が
占
め
る
割
合
は
、
24
・
９
％

と
な
っ
て
お
り
、
前
回
（
20
期
）

の
23
・
２
％
よ
り
、
約
１
・
５
％

増
加
し
、
認
定
農
業
者
の
あ
る
農

業
委
員
会
数
は
31
区
市
町
村
で
、

前
回
（
20
期
）
よ
り
７
区
市
町
村

増
加
し
て
い
ま
す
。

【
女
性
農
業
委
員
】

　

女
性
農
業
委
員
数
は
、
計
27
人

で
（
４
・
２
％
）、
前
回
（
20
期
）

の
38
人
（
５
・
９
％
）
よ
り
11
人

（
１
・
７
％
）
の
減
少
と
な
り
ま
し

た
。
一
方
、
女
性
農
業
委
員
の
あ

る
農
業
委
員
会
数
は
19
区
市
町
村

で
、
前
回
（
20
期
）
よ
り
１
市
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

東
京
都
へ
の
要
請
と
意
見
交
換
を
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　

 

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ

　

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ

ブ
（
石
川
清
会
長
）
は
こ
の
ほ

ど
、
東
京
都
へ
の
要
請
を
行
い

ま
し
た
。

　

役
員
ら
が
東
京
都
農
林
水

産
部
の
内
田
農
業
振
興
課
長

に
面
会
を
し
、
６
月
の
総
会
で

決
定
し
た
「
東
京
農
業
の
確
立

に
関
す
る
要
望
」
を
手
渡
し
実

現
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
都
農
林
水
産
部
の

各
課
の
課
長
や
担
当
者
ら
を

交
え
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

ク
ラ
ブ
役
員
か
ら
は
「
安

全
・
安
心
な
農
業
生
産
に
対
す

る
努
力
が
報
わ
れ
る
よ
う
な

支
援
を
」
と
い
っ
た
要
望
や
、

「
都
民
を
巻
き
込
ん
だ
農
業
を

展
開
し
て
い
き
た
い
」
と
い
っ

た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
内
田
農
業
振

興
課
長
は
「
皆
さ
ん
の
努
力
や

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
後
押
し
し
た

い
」
と
応
え
ま
し
た
。

　

都
農
業
会
議
は
、
本
年
７
月

の
農
業
委
員
統
一
改
選
に
お
い

て
新
た
に
就
任
し
た
農
業
委
員

を
対
象
と
し
た
新
任
農
業
委
員

研
修
会
を
、
８
月
９
日
（
対
象

＝
区
内
・
北
多
摩
）
に
府
中
市

で
、
９
月
５
日
（
対
象
＝
西
多
摩
・

南
多
摩
）
に
、
南
新
宿
ビ
ル
で

開
き
ま
し
た
。

 
 

研
修
は
、
両
会
場
あ
わ
せ
て

３
０
０
人
ほ
ど
が
参
加
し
、
農
地

と
農
政
を
巡
る
情
勢
報
告
の
ほ

か
、
東
京
都
内
の
農
業
関
係
デ
ー

タ
に
よ
る
状
況
の
解
説
、
ま
た
、

農
業
委
員
会
法
と
農
業
委
員
会

の
役
割
、
農
地
制
度
の
概
要
な

ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

ア
グ
リ
タ
ウ
ン
研
究
会
（
後

藤
光
蔵
座
長
）
は
、
こ
の
た
び
、

株
式
会
社
森
ビ
ル
が
港
区
の

ア
ー
ク
ヒ
ル
ズ
と
六
本
木
ヒ
ル

ズ
で
取
り
組
ん
で
い
る
緑
や
農

的
空
間
の
創
出
に
つ
い
て
研
究

す
る
現
地
見
学
会
を
開
き
ま
し

た
。

　

森
ビ
ル
の
担
当
者
に
案
内
を

受
け
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
通
じ

て
緑
に
親
し
む
ヒ
ル
ズ
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ
と
い
う
市
民
参

加
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
、
日

本
各
地
の
農
家
が
出
店
す
る
朝

広
報
研
究
会
開
く

農
業
委
員
が
広
報
づ
く
り
を
研
究

研修では農業委員の役割などについて説明

内田都課長（左）に要望書を手渡し実現を要請

　

都
農
業
会
議
は
こ
の
ほ
ど
、

農
業
委
員
会
だ
よ
り
の
発
行
に

携
わ
る
農
業
委
員
や
農
業
委
員

会
職
員
を
対
象
に
広
報
研
究
会

を
開
き
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
全
国
農
業
会
議

所
新
聞
編
集
部
の
碓
氷
次
長
を

講
師
に
迎
え
、
農
業
委
員
会
広

報
誌
の
取
材
・
執
筆
・
編
集
の

基
礎
に
つ
い
て
の
講
習
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
各
農
業
委
員
会
が

発
行
し
て
い
る
農
業
委
員
会
だ

よ
り
の
紹
介
や
事
例
発
表
、
ま

た
全
国
農
業
新
聞
の
普
及
推
進

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

市
の
よ
う
な
ヒ
ル
ズ
マ
ル
シ
ェ
、

ビ
ル
の
屋
上
に
水
田
を
設
け
た

屋
上
庭
園
な
ど
を
見
学
し
ま
し

た
。

都心での農的空間の創出への
取り組みなどについて説明を受ける
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10
～
11
月
の
日
程

10
・
24　

㈪ 

職
代
・
部
会
長
研

　
　
　
　
　
　
（
西
・
南
多
摩
）

10
・
27　

㈭ 

～ 

28 

㈮　
　
　

　
　
　
　
　

 
 

農

委

会

会

長 

現

地

研

究

会

11
・
10　

㈭ 

女
性
農
業
委
員

職

員

研

修

会

11
・
18　

㈮ 

監
査
会
／
第
８

回

常

任

会

議

11
・
22　

㈫ 

農
委
会
活
動
推

進
フ
ォ
ー
ラ
ム

11
・
29　

㈫ 

農
業
者
年
金
制

　
　
　
　
　
　

度
推
進

◇
地
区
別
職
員
検
討
会
◇

11
・
30 

㈬ 

島

し

ょ

地

区  

　

清
瀬
市
と
清
瀬
市
農
あ
る
風

景
を
守
る
会
は
８
月
20
日
～
31

日
に
か
け
て
、
清
瀬
市
ひ
ま
わ

り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
き
、

約
３
万
７
千
人
の
来
場
者
が
訪

れ
ま
し
た
。

　

同
市
内
の
石
井
フ
ァ
ー
ム
が

小
麦
収
穫
後
の
２
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
畑
に
緑
肥
と
し
て
ひ
ま
わ
り

を
栽
培
し
、
市
民
に
真
夏
の
思

い
出
を
つ
く
っ
て
も
ら
お
う
と
、

毎
年
の
満
開
期
に
開
放
し
て
い

ま
す
。

清
瀬
市
ひ
ま
わ
り
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
く

親
子
農
業
体
験
を
実
施

　

東
久
留
米
市
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ

都
市
に
お
け
る
農
地
の
役
割
な
ど
を
Ｐ
Ｒ

　
　
　
　
　
　
　

第
5
回
都
市
農
地
保
全
自
治
体
フ
ォ
ー
ラ
ム

バラの接ぎ木に挑戦する参加者

都市農業の多面的機能などをテーマにしたパネル
ディスカッションでは活発な意見交換がされた

多くの来場者をむかえたひまわり畑

永
年
勤
続
会
員
表
彰
・
講
演
会
開
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
都
農
業
委
員
会
職
員
研
究
会

　

東
京
都
農
業
委
員
会
職
員
研

究
会
（
鈴
木
誠
会
長
）
は
、
８
月

26
日
に
、
全
体
研
究
集
会
を
南
新

宿
ビ
ル
に
て
開
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
第
37
回
永
年
勤
続

表
彰
を
行
い
、
会
員
９
名
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。（
写
真
）

　

表
彰
に
引
き
続
き
、
環
境

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
日
本
大
学
生

物
資
源
科
学
部
講
師
の
小
澤
祥

司
氏
を
迎
え
「
福
島
第
一
原
発
事

故
と
『
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
』
飯
舘

村
の
苦
悩
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会

を
開
き
ま
し
た
。

　

小
澤
氏
は
、
ま
ず
原
子
力
の
仕

組
み
や
放
射
能
物
質
に
つ
い
て

解
説
を
し
「
飯
舘
村
の
放
射
線
物

質
の
レ
ベ
ル
は
甚
大
。
農
地
全
部

の
除
染
は
経
費
や
期
間
を
考
え

る
と
現
実
的
で
は
な
い
」
な
ど
と

飯
舘
村
の
現
状
を
話
し
ま
し
た
。

表
彰
者
は
左
記
の
９
名
で
す
。

　

中
島　

静
樹
（
羽
村
市
）

  

大
澤　

章
良
（
八
王
子
市
）

　

峰
尾　
　

真
（
八
王
子
市
）

　

小
野
寺　

努
（
調
布
市
）

　

當
間　

春
男
（
東
村
山
市
）

　

小
俣
巳
知
雄
（
東
村
山
市
）

　

水
木　

一
江
（
東
村
山
市
）

　

進
藤　
　

博
（
武
蔵
村
山
市
）

  

前
田    

裕
（
利
島
村
）

　
　
　
　

         

（
敬
称
略
）

　

東
久
留
米
市
農
業
経
営
者
ク
ラ

ブ
（
篠
宮
政
樹
会
長
）
は
９
月
11

日
に
、
同
市
の
篠
宮
バ
ラ
園
に
て

「
親
子
農
業
体
験
」
を
開
き
ま
し

た
。

　

親
子
12
組
24
名
が
参
加
を
し
、

参
加
者
は
「
地
道
な
作
業
を
通
し

て
素
敵
な
花
が
咲
く
ん
だ
な
」
と

感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

都
市
農
地
保
全
推
進
自
治
体
協

議
会
（
会
長
＝
志
村
豊
志
郎
練
馬

区
長
）
は
、
こ
の
た
び
、
都
庁
に

お
い
て
第
５
回
都
市
農
地
保
全
自

治
体
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
き
、
都
民

な
ど
約
４
６
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

第
１
部
で
は
各
自
治
体
で
取
り

組
ん
で
い
る
農
業
施
策
の
紹
介
や

フ
ォ
ー
ラ
ム
宣
言
が
さ
れ
、
第
２

藤井副会長（左）より表彰を受ける羽村市の中村静樹さん（右）

　

「
食
と
農
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
き
ま
す

　

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ

と
都
農
業
会
議
は
、
東
京
都
消

費
者
月
間
実
行
委
員
会
と
共
催

し
「
食
と
農
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

き
ま
す
。

　

東
京
の
農
業
者
と
消
費
者
が

直
接
顔
を
合
わ
せ
、
と
も
に
学

ぶ
こ
と
を
通
し
て
新
た
な
関
係

を
築
く
場
に
す
る
こ
と
が
目
的

で
す
。

　

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

　

平
成
23
年
12
月
９
日
（
金
）
、

午
後
２
時
よ
り

▼
会
場

　

中
野
区
・
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ

13
階
コ
ス
モ
ル
ー
ム

▼
主
な
内
容

　

①

中

村

靖

彦

氏
（

農

政

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
の
講
演
「
日

本
の
食
糧
が
危
な
い
～
農
業
者

と
消
費
者
が
と
も
に
歩
む
道

～
」
と
意
見
交
換
会　

部
で
は
「
都
市
に
お
け
る
農
地
の

役
割
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。


